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蔵
元　

民
間
の
調
査
機
関
が

公
表
し
て
い
る
財※

政
赤
字
カ

ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
国
民

一
人
当
た
り
６
５
６
万
円
の

借
金
が
あ
る
計
算
に
な
る
。

　

本
市
で
も
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
平
成
20
年
12
月
に

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

南九州議会だより　第12号　一般質問

深
町　

平
成
23
年
５
月
31
日

ま
で
に
既
存
住
宅
に
対
す
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
本
年

６
月
時
点
で
鹿
児
島
県
は

53
・
７
％
と
報
道
し
て
い
る

が
、
本
市
の
普
及
率
は
い
く

い
る
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

市
長　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
は

66
項
目
に
つ
い
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
が
、
15
項
目

が
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
な

い
。

　

公
共
的
団
体
の
整
理
・
統

廃
合
に
つ
い
て
は
、
関
係
団

体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
に

相
違
が
あ
り
、
進
ん
で
い
な

い
。
市
立
保
育
所
民
間
移
管

は
、
民
間
委
員
で
構
成
す
る

審
議
会
を
開
催
し
、
具
体
的

計
画
を
進
め
る
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
活
用

は
、
再
度
制
度
の
周
知
を
図

る
。
土
地
開
発
公
社
の
経
営

健
全
化
に
つ
い
て
は
、
住
宅

団
地
の
販
売
促
進
を
図
り
な

が
ら
、
公
社
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
検
討
も
必
要
と
考
え

る
。

　

今
後
も
改
革
が
進
ま
な

か
っ
た
も
の
は
原
因
を
検
証

し
、
次
の
行
動
計
画
策
定
に

参
考
と
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

※
財
政
赤
字
カ
ウ
ン
タ
ー

　

日
本
政
府
の
抱
え
る
国
と

地
方
の
借
金
、
長
期
債
務
残

高
（
概
算
値
）
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
表
示
し
て
い
る
も

の
。

土地開発公社が分譲中の南野元住宅団地（川辺）

６人が
登壇
６人が
登壇
６人が
登壇

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

進
捗
状
況
は

市
長
／�

15
項
目
が
計
画
ど
お
り
進
ん

で
い
な
い

行政改革

深町　幸子  議員 蔵元　慎一  議員

設
置
普
及
率
は

市
長
／�
頴
娃
43
・
９
％
、
川
辺
、
知

覧
33
・
３
％

住宅用火災警報器
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竹
迫
　
火
葬
場
ご
と
の
市
民

の
使
用
状
況
及
び
火
葬
場
の

今
後
の
あ
り
方
を
示
せ
。

市
長　

平
成
21
年
度
は
、
頴

娃
浄
楽
苑
２
６
４
件
、
枕
崎

共
同
斎
場
１
７
９
件
、
川
辺

火
葬
場
２
６
４
件
で
あ
る
が
、

今
後
は
、
頴
娃
・
知
覧
は
現

行
の
ま
ま
で
、
川
辺
は
延
命

化
を
図
り
な
が
ら
存
続
問
題

も
含
め
、
平
成
23
年
度
に
火

葬
場
の
あ
り
方
の
調
査
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
市
民
の

考
え
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

竹
迫　

あ
っ
ち
に
も
こ
っ
ち

に
も
、
あ
れ
も
こ
れ
も
の
時

代
は
終
わ
っ
た
。
広
域
で
考

え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

市
長　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

で
あ
る
。

竹
迫　

川
辺
火
葬
場
の
土
地

は
借
地
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
た
い
。

市
民
福
祉
部
長　

平
山
区
か

ら
年
間
65
万
円
で
借
り
て
お

り
、
廃
止
し
た
ら
、
更
地
に

し
て
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

竹
迫　

平
山
区
は
、
65
万
円

な
く
な
る
の
と
、
土
地
が

返
っ
て
く
る
の
と
、
ど
ち
ら

を
喜
ぶ
の
か
。

市
民
福
祉
部
長　

そ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
協
議
し
て
い
な

い
の
で
わ
か
ら
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ

に
対
す
る
定
額
補
助

ら
か
。
ま
た
、
悪
質
な
訪
問

販
売
対
策
を
問
う
。

市
長　

21
年
11
月
現
在
、
頴

娃
地
域
は
43
・
９
％
、
川
辺
、

知
覧
地
域
は
33
・
３
％
で
あ

る
。
チ
ラ
シ
配
布
や
広
報
紙

を
利
用
し
啓
発
し
て
い
る
。

消
防
団
の
皆
さ
ん
に
協
力
を

い
た
だ
き
、
早
く
全
家
庭
に

設
置
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

に
対
す
る
対
策
は

教
育
長
／�

的
確
な
分
析
に
よ

り
対
応
を
図
る

深
町　

２
０
１
０
年
度
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
、
県
教
委
は
数
学
が
全
国

平
均
を
下
回
っ
た
と
公
表
し

た
。
本
市
の
状
況
と
今
後
の

対
策
を
問
う
。

教
育
長　

小
学
校
は
、
国
語

Ａ
、
算
数
Ａ
は
国
・
県
と
同

程
度
で
す
が
、
国
語
Ｂ
は

国
・
県
、
算
数
Ｂ
は
国
よ
り

下
回
っ
て
い
る
。中
学
校
は
、

国
語
・
数
学
の
Ａ
・
Ｂ
と
も

に
県
平
均
以
上
か
同
程
度
で

す
が
、
数
学
Ａ
・
Ｂ
は
国
の

平
均
よ
り
下
回
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、
調

査
結
果
の
的
確
な
分
析
、
授

業
力
の
育
成
、
家
庭
学
習
の

習
慣
化
な
ど
充
実
を
図
る
考

え
で
あ
る
。

火
葬
場

今後のあり方は

市長／調査検討委員会を設置する

存続が検討される川辺火葬場

火災報知器設置のパンフレット竹迫　　毅  議員
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塗木　弘幸  議員

塗
木　

鹿
児
島
県
は
、
日
本

一
独
居
老
人
が
多
い
。
家
族

に
よ
る
介
護
力
は
大
幅
に
低

下
し
て
い
る
中
、
要
介
護
者

の
７
割
強
が
自
宅
介
護
で
あ

り
、
家
族
の
心
身
の
負
担
は

深
刻
な
も
の
が
あ
る
。
本
市

に
は
介
護
施
設
へ
の
入
居
待

機
者
が
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
７
５
６
人
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
１
３
６
人
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
40
人
い
る
。
介

護
施
設
の
整
備
拡
大
を
進
め

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
を
策
定
し
、
必
要
に

応
じ
て
施
設
の
整
備
を
図

る
。

大薗　秀己  議員

大
薗　

本
市
の
消
防
団
を
一

市
一
団
長
制
に
向
け
て
再
編

す
る
と
い
う
が
、
過
去
の
災

害
や
火
災
出
動
に
お
い
て

は
、
各
地
域
に
適
合
し
た
現

消
防
団
方
式
で
い
い
と
思

う
。
な
ぜ
再
編
す
る
の
か
、

そ
の
意
義
を
示
せ
。

市
長　

消
防
団
再
編
は
、
３

町
合
併
協
議
の
中
で
一
市
一

児
童
福
祉
施
設
の
方
向
性

を
示
せ

市
長
／�
保
育
所
は
民
営
化
、

児
童
館
は
存
続

塗
木　

市
立
保
育
所
の
民
間

移
管
に
つ
い
て
は
、
検
討
委

員
会
の
報
告
に
よ
る
と
、
事

業
計
画
と
方
向
性
が
未
決
定

団
長
制
と
す
る
こ
と
を
承
認

し
て
い
る
。

大
薗　

具
体
的
な
再
編
内
容

を
見
る
と
、
頴
娃
地
域
は
分

団
再
編
、
川
辺
地
域
は
機
材

を
縮
少
す
る
案
に
な
っ
て
い

る
が
、
予
算
的
な
試
案
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
地
域
の
理

解
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

財
政
的
な
試
算

は
な
い
。
消
防
団
正
副
団
長

会
議
に
お
い
て
統
一
に
向
け

て
結
論
が
出
て
い
る
。
し
か

し
、
消
防
後
援
会
と
の
調
整

と
な
っ
て
い
る
が
期
限
を
示

せ
。

市
長　

古
殿
保
育
所
が
25
年

度
、
星
の
子
保
育
所
が
26
年

度
、
か
つ
め
保
育
所
が
28
年

度
を
目
標
に
進
め
る
。

塗
木　

直
営
で
管
理
し
て
い

る
２
カ
所
の
児
童
館
は
児
童

数
も
少
な
い
が
、
統
合
に
つ

い
て
は
、
行
政
改
革
推
進
会

議
で
検
討
さ
れ
た
か
。

福
祉
課
長　

行
政
改
革
の
中

で
、
児
童
館
に
つ
い
て
は
、

そ
の
ま
ま
存
続
と
な
っ
て
い

る
の
で
議
論
は
し
て
い
な

い
。

協
議
も
あ
り
、
合
意
に
至
っ

て
い
な
い
。

大
薗　

今
回
の
再
編
計
画
の

一
市
一
団
長
制
に
は
同
意
す

る
が
、
川
辺
の
機
材
を
縮
少

す
る
よ
う
な
計
画
に
は
反
対

だ
。

総
務
課
長　

各
方
面
団
で
、

み
ず
か
ら
調
整
し
て
具
体
的

な
案
が
出
て
か
ら
検
討
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
材

納
入

施
設
の
整
備
拡
大
は

市
長
／
必
要
に
応
じ
て
整
備

介　護

消
防
団

再編する意義を示せ

市長／�一市一団長制という本来の
団をめざす

松ヶ浦港で消火訓練をする市民

南九州議会だより　第12号　一般質問

新設された民間の介護施設
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菊永　忠行  議員

菊
永　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
、
体
育
大
会
・
ふ
れ
あ
い

球
技
大
会
・
駅
伝
大
会
が
あ

る
。
今
年
度
の
ふ
れ
あ
い
球

技
大
会
は
、
一
つ
の
会
場
で

実
施
さ
れ
て
良
か
っ
た
と
い

う
声
が
あ
る
が
、
将
来
的
に

一
つ
の
会
場
で
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
。

教
育
長　

市
民
の
健
康
増
進

と
融
和
を
図
り
な
が
ら
一
体

感
・
連
帯
感
を
醸
成
し
て
豊

か
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
図
る
も
の
で
、
市
民
の
意

見
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
多

く
の
方
々
が
参
加
で
き
る
親

し
ま
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

め
ざ
し
、
軌
道
に
乗
る
ま
で

は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
。

公
民
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を

市
長
／�

条
例
公
民
館
に
は

設
置
を
検
討

菊
永　

市
内
の
公
共
施
設
73

カ
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
各
地
域
の
校
区

公
民
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、

自
治
公
民
館
へ
設
置
補
助
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

市
内
に
20
の
条
例

公
民
館
が
あ
り
、地
域
住
民

の
学
習
・
交
流
の
拠
点
施
設

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、市
民
の
安
全
確
保

を
推
進
す
る
た
め
設
置
の

方
向
で
検
討
す
る
。ま
た
、

２
６
８
カ
所
の
自
治
会
に
つ
い

て
は
、設
置
し
た
場
合
、管
理

の
問
題
や
費
用
な
ど
か
か
る

こ
と
か
ら
、設
置
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

南九州議会だより　第12号　一般質問・追跡

ス
ポ
ー
ツ
大
会

会場を統一する
考えは

教育長／市民の声を活かす

ひとつの地域で開催されたふれあい球技大会

カンボジアの村に小学校を寄贈し、テープカット
する川辺の前原さん　　　　　　　　　　　　　

　
　
　

国際交流を民間に
移管する考えは

　
市長

民間移管の方向で検討したい

　昨年から国際交流組織化検討会が７
回開催され、本年６月に南九州市国際
交流協会が設立されました。

目的：本市の国際交流・協力を推進し、諸外国との
相互理解と友好親善を深めるとともに、国際性豊か
な人材の育成と多文化共生の地域づくりを行う。

質　問
大薗　秀己  議員
平成20年12月議会




